
俳句ポスト　冬の部　特選句

山本 時子（白山市俳句協会） 選

投句番号

能登人と語る一夜や冬隣 八ツ矢町 戸田 敬子

穭濃し黒部の水の音立てて 長野県 依田 ひろ

男神楽拝す伊勢宮時雨さす 深瀬 葛西 喜代美

炊事班火種分け合ふ星月夜 能美郡川北町 東 洸陽

海へ出て力抜けたる秋出水 能美郡川北町 東 洸陽

山二つ越ゆる里路の根深汁 北海道 藤沢 直美

極月や風に棘ある始発駅 能美市 森田 香津美

金婚の馴れ初め語る冬うらら 平木町 今本 紀美代

陽をつかひ匂ひ広がる掛大根 野々市市 笹野 邦子

七尾湾を見下ろす一間置炬燵 八ツ矢町 戸田 敬子

着ぶくれてをみな辛口衰へず 福井県 北島 春枝

加賀てまり居間に飾りて春支度 鶴来本町 北山 美和

農継ぐと決めし娘と屠蘇を酌む 埼玉県 木村 隆夫

白山の大河滔々冬晴るる 金沢市 寺井 一二美

手のひらに乗りさう細き寒の月 兵庫県 保理江 順子

花札を立てて春待つ植物園 兵庫県 保理江 順子

五臓六腑ひとゆすりする寒さかな 兵庫県 保理江 順子

繰り言を飲み込んでゐる冬日差 能美市 森田 香津美

白鷺の羽ばたく空や冴え返る 東京都 髙嶋 旅人

喧騒の大屋根リングや鰯雲 広島県 大杉 香織

〈令和7年11月～翌1月　投句者数107人,投句数815句〉

投げ物に火の吸ひ付けりどんど焼 山本 時子


